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理工学部 
■機械工学科
■機械システム工学科
■電気電子通信工学科
■医用工学科
■応用化学科
■原子力安全工学科
■自然科学科

情報工学部
■情報科学科

■知能情報工学科

環境学部
■環境創生学科

■環境経営システム学科

都市生活学部
■都市生活学科

人間科学部
■人間科学科

メディア情報学部
■社会メディア学科

■情報システム学科

学生数 8,478名
大学 7,506名
大学院 972名

（2025年5月1日現在）

総合理工学研究科 環境情報学研究科

建築都市デザイン学部

■建築学科

■都市工学科

デザイン・データ科学部

■デザイン・データ科学科

東京都市大学 学部・研究科 構成
（8学部18学科・3研究科）

＜世田谷キャンパス・横浜キャンパス・王禅寺キャンパス＞

情報データ科学研究科
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大学のキャリア関連資格保有者

・キャリアセンター 専任職員
・キャリアセンター 非常勤職員（派遣・業務委託）

・人事課 専任職員

・元キャリアセンターや人事課の専任職員

・学生相談室（臨床心理士・公認心理士）

・キャリア教育担当教職員（専任・非常勤）
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本日の主なご説明

２．主に低学年学生向けキャリア教育

３．カリキュラム設計担当者との連携

1．学生向け就職支援・インターンシップ業務

４．社会人向けリカレント・リスキリング教育
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１．学生向け就職支援・インターンシップ関連業務
＜求められる力など＞

●学生と新卒就職やインターンシップに関する面談を行う力

●企業人事担当への対応や新卒求人やインターンシップ情報を

収集する力

●企業などと連携してインターンシッププログラムを作成する力

●学生を対象に就職やインターンシップに関する講座を

講師として行える力
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現在の就活スケジュール

インターンシップ（IS）の重要性が高まる

4年生6月以降も採用継続企業多く、チャンスあり

3年生 4年生

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

夏休み 授業期間 春休み 授業期間 夏休み 授業期間 卒

夏IS 秋冬IS

3/1
広報
解禁

6/1
選考
解禁

内
定
式

卒
業
式

早期選考ルート 6



大卒求人倍率の推移

出典：リクルートワークス研究所『大卒求人倍率調査』2025.4.24発表

2026年卒は1.75倍から1.66倍へと4年ぶりに低下

求人総数および民間企業就職希望者数・求人倍率の推移

7



従業員規模別大卒求人倍率の推移

300人未満企業の採用意欲が増加するが、中堅・大企業では

低下ないし横ばい

出典：リクルートワークス研究所『大卒求人倍率調査』2025.4.24発表 8



就活多様化のキーワード

オンライン説明会
オンライン面接

コロナ禍で浸透。地方学生や留学生の選択肢拡大。
企業の雰囲気が掴みにくいなどのデメリットも。

生成AIの活用
生成AIを使って、応募書類の作成や添削が日常となる
面接の問答の練習を行う学生も見受けられる。
自分で自分に気づいてない部分や気持ちの反映は課題

ダイレクト
リクルーティング

自社にマッチした人材を企業側が探し、アプローチする採
用手法。経験者採用（中途採用）では頻繁だった。
オファー型、スカウト型など。

ジョブ型雇用
（日本型）

職務内容を限定して人材を採用する雇用形態。
職務定義書と呼ばれる書類に職務内容や勤務地、労働時間、
待遇などを記載し、合意を得た上で雇用契約を締結。

オワハラ
自社の内定辞退を回避したいがため、学生に他社の採用選
考を終わらせるような行為「オワハラ」が問題視。
政府がルールを設け、防止の徹底について注意喚起。 9



インターンシップの類型整理

出典：採用と大学教育の未来に関する産学協議会 2024年度報告書  2025.5.9
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企業規模や職種へのこだわりと就職決定

こだわり強い

こだわり弱い

就職力
高い

就職力
低い

・決定可能性：中
・決定満足度：高

・決定可能性：高
・決定満足度：中～低

・決定可能性：低
・決定満足度：高

・決定可能性：中
・決定満足度：中～低

低学年から取り組む

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

希望の仕事に決定

安全志向

高望み・認知不足

身の丈に合致

Akihiro Sumida 2012.08.30 作成
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２．主に低学年の学生に向けたキャリア教育
＜求められる力など＞

●低学年の学生に向けて、キャリアの理論などに基づいたキャリア教育を

講師として行える力

●学生を採用する企業や就職サービスを提供する企業、

学内の関係者と連携して、キャリア教育のプログラムを

構築できる力

●キャリアポートフォリオやジョブカードなどのツールを利用したキャリア形成

について学生に伝えることができる力
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career

キャリアのイメージは？

職 業 学 び

余 暇

家 族市 民

その他 生き方
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キャリア・レインボー

2001 年渡辺三枝子+E.L.Herr 著「キャリアカウンセリング入門」ｐ83 The Life-Career Rainbow,Nevill&Super.1986と
文部省 『中学校・高等学校進路指導資料第1 分冊』平成4 年 をもとに作成 14



キャリアをデザインするとは

15

経歴 【客観的側面】

仕事に対する自己概念
【主観的側面】

キャリア

デザイン

＝

＝

●1

●2

●2 の展望をもつ

＋

必要なスキル・能力を主体的に育む

キャリアデザイン入門 大久保幸夫氏著を参考に作成 15



②社会を知る

仕事研究・環境理解

③自分を磨く

学生生活を充実

「キャリア開発のフレーム」

①自分を知る

客観的・主観的側面

2012.Akihiro.Sumida作成.
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ホランド（Ｈｏｌｌａｎｄ）

• 大多数の人は6つのパーソナリティタイプに分類される
• 環境タイプも6つのタイプに分類される

• 技能や能力が生かされ、価値観を態度で表現でき、自分
の納得できる役割や課題に取り組める環境を求める

• 人の行動はパーソナリティと環境の相互作用で決定される

 ①Ｒｅａｌｉｓｔｉｃ （現実的）
 ②Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅ（研究的）
 ③Ａｒｔｉｓｔｉｃ（芸術的）
 ④Ｓｏｃｉａｌ（社会的）
 ⑤Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｉｎｇ（企業的）
 ⑥Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ（慣習的）
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エドガーシャインの３つの問い

何をやっているときに
意味を感じ、社会に
役立っていると
実感できるか？
（意味・価値についての

自己イメージ）

自分にできることは？
何が得意か？
（能力・才能についての

自己イメージ）

何がやりたいか？
（動機・欲求についての

自己イメージ）
18



「計画された偶発性」

・予期せぬ出来事が個人のキャリアを左右する
・予期せぬ出来事を避けるのではなく、起きたことを

最大限に活用する

・偶然を積極的につくりだし、キャリア形成の力にすることが重要

Planned Happenstance Theory 

キャリアの８０％は偶然性に支配されている
クランボルツ（Ｊ．Ｄ．Ｋｒｕｍｂｏｌｔｚ）氏の理論

複雑で予測不可能な未来に対する賢明な対応は

「内省・意思決定」 「行動・経験からの学習」＜
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リーダーシップ≒基礎力

集団維持行動

目標達成行動 対課題能力

対自己能力

対人能力

リーダーシップ

PM理論

・
・
・

・・・

・・・

（Performance）

（Maintainance）

出所：三隅二不二（1986） 『リーダーシップの科学』（講談社ブルーバックス） 20



低学年からの「キャリア意識の醸成」

▼都市大力（ 社会に必要な5 つの力 ）
TCU FORCEシステムで、学修成果を可視化
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「ＦＯＲＣＥ」 ＝ ＦＯＲ Ｃａｒｅｅｒ Ｅｎｒｏｌｌｍｅｎｔ

※Ｅｎｒｏｌｌｍｅｎｔとは記載、登録、入学の意味
昨今、入学前から、在学中、卒業後までを一貫して
サポートする総合的な学生支援策

「ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（Enrollment Management）」が
話題になっている

ＴＣＵ－ＦＯＲＣＥシステムとは

学生が正課や正課外などの活動で培った経験を登録して
いくことで、学生の持つ様々な力を可視化し、
教職員の支援を受けながら「自己理解と成長」を促す
学修支援システム
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ＴＣＵ-ＦＯＲＣＥ システムの機能

①レーダーチャートによる定量情報の表示

②承認されたアピールポイントの定性情報の表示

④キャリアポートフォリオ機能で日々の活動を記録

1年生からその都度、学生自身の情報を
確認し、成長度合いを認識できる

＜PDCAを習慣化＞

③キャリアガイダンスで目標設定⇒振返り⇒再目標設定

※④キャリアポートフォリオ機能のみ学生本人だけが閲覧可能、①～③の機能は教職員も閲覧可能 23



３．カリキュラム設計をする担当者との連携
＜求められる力など＞

●社会で求められる能力をカリキュラムを設計する担当者に伝える力

●正課の授業にキャリア教育を取り入れる提案ができる力

●教学ＩＲ（Institutional Research）のベースとなるデータ分析できる力
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産業界が求める能力
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基礎力

対人能力

対自己能力

対課題能力

処理力（言語・数量）

思考力（論理的・創造的）

職業的
態度

相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
う

リクルートワークス研究所の資料を
参考に作成

専門力
専門知識

専門技術・実践経験

環境

適応性

自己信頼

変化志向・好奇心

当事者意識

達成欲求
職業的

信念

職業能力
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就職力を高めるための式

≒就職力 職業的態度 就職活動力× ×

専門力

＋

基礎力

・面接対応力

・筆記試験対応力

・応募書類作成力

・仕事発見力

・マッチング力  
   etc.

・対人能力

・対自己能力

・対課題能力

・基礎学力

etc.

・自己信頼

・変化志向 好奇心

・当事者意識

・達成欲求

etc.

Tokyo City Univer.Akihiro.Sumida 2012.

3年生から
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28

学内データを結集して取り組む教学IR

■データ
・入試情報
・成績
・所属研究室
・TOEICスコア
・授業出席状況
・課外活動加入記録
・インターンシップ参加申請
・留学記録
・奨学金
・学生相談記録
・PROG結果
・SPI模擬試験結果
・ビジネスプランコンテスト参加履歴
・キャリア面談履歴
・ガイダンス参加履歴
・求人企業プロフィール
・進路先情報
・卒業生調査から卒業後の社会での活躍
など

■利用イメージ

・TCU－FORCEのロールモデル作り
・都市大力から学科のカリキュラムの検討
・退学者予備学生対応
・広報素材

・キャリアでは有名企業400社への決定者の
キャリア支援利用の相関、

・企業プロフィール、東京商工リサーチから企業
データベースを購入して更新

・留学、海外インターンシップ経験学生のPROGの
変化

・卒業生情報から在学時の経験などのモデル提示
など
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４．社会人に向けたリカレント・リスキリング教育
＜求められる力など＞

●社会人に向けたプログラムを設計する力

●社会人に向けたキャリアコンサルティングを行う力

●社会人に向けたプログラムを案内する力
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これからの社会と働き方の変化

経済産業省『人生100年時代を踏まえた社会人基礎力の見直しについて』2017.10.

キャリア形成の多様化

 学び続け、能動的に変化し続けることが重要

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
へ

ス
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
か
ら
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卒業生のための
キャリア支援委員会を発足

人生100年時代・生涯キャリアサポートプログラム

人生100年時代と言われ、また各企業などで活躍する現役

世代がおかれている社会環境は大きな変化が予測され、
自ら意識してキャリアを形成した方が、より満足した人
生を過ごすことができる時代になってきている。その中
で、本学の卒業生がその環境の変化に早く気づき、自ら
のキャリア形成に向けた方向や具体的な取り組みについ
て整理し、変化に対応する準備活動を始められる情報や
きっかけを校友会が提供する活動であり、校友会員への
価値の提供につながると考える。
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2025年7月～9月開講講座

32



新たな価値の提供 渋谷ＰＸＵ（パクス） 

社会と大学の交流の場
（クロッシング・ポイント）であるＰＸＵは
・社会（Ｐublic・Ｐｅａｐｌｅ）
・クロッシング（Ｘ）
・大学、私たち（University・Us)
の頭文字から成っています

■TCU Shibuya PXUでは、“イノベーション・ディストリクト構築”を
ビジョンとして掲げながら
次の３つの取り組みを柱に活動を展開します。

①イノベーション人材の育成 （主に社会人を対象とした教育プログラムの実施）
②PXUによって繋がる様々なステークホルダーを基盤としたネットワークの構築
③持続可能な社会発展に資する大学と社会との交流 33
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